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Ⅲ．活動の内容および成果 
 
１．活動の内容 
 活動の内容は、河崎地区における既存のまちなみ景観調査の整理及び補足調査、河崎地
区のまちなみ保全地区案及び河崎地区まちなみ保全指針案の作成、河崎地区・景観形成の
ためのガイドライン作成であり、いずれも地域住民を中心とした検討の場としてまちづく
りワークショップを企画運営し、参加者と事務局の協働作業を通じて取り組んでいった。       
 最終成果物としては、景観形成ガイドライン（案）として河崎の景観を特徴づけている
景観形成要素を確定すると共に要素ごとの整備方針をまとめている。 
 ワークショップ参加者は、河崎まちづくり協議会を通じて各町内会から選ばれたメンバ
ーと伊勢河崎まちづくり衆のメンバーが中心となり、また三重建築士会伊勢支部と三重大
学浅野研究室が企画運営のサポートメンバーとして参加し、合計 47名であった。 
 
２．活動記録及び成果物 
 活動記録として、まちづくり講座（平成 17 年 1月 15 日）、第１回まちづくりワークショ
ップ（同年 1月 22日）、第２回まちづくりワークショップ（同年 2月 2日）、第３回まちづ
くりワークショップ（同年 3 月 6 日）におけるプログラム・配布資料・成果物などを次ペ
ージ以降に順次とりまとめる。なお第３回まちづくりワークショップにおいて景観形成ガ
イドライン案について最終的にとりまとめたため、途中経過である第２回まちづくりワー
クショップの成果物については報告書のページ数の制約の都合上割愛させて頂く。 
 [活動記録] 
（１）まちづくり講座（プログラム・配布資料） 
（２）第１回まちづくりワークショップ（プログラム・配布資料・成果物） 
（３）第２回まちづくりワークショップ（プログラム） 
（４）第３回まちづくりワークショップ（プログラム・配布資料） 
（５）まちづくりワークショップ最終成果物 
（６）付録（活動の様子・参加者名簿） 
  
３．成果 
（１）住民主体によるまちづくりワークショップによる協働の場づくりと問題意識の共有 
 河崎まちづくり協議会と伊勢河崎まちづくり衆のメンバーが中心となってまちづくりワ
ークショップに参加することにより本格的な協働の場がつくられると共に、今後の景観ま
ちづくりを進める上での基本的な問題意識を共有する場ともなり、意義のある経験を育む
ことが出来た。 
（２）住民の目線からとらえた景観形成ガイドライン案のとりまとめ 
 全体的に参加者の主体的な取組みを尊重し、河崎の景観の変容や現状をよく知る住民の
目線を大切にしてとりまとめることにより、景観を特徴づけている景観形成要素について
幅広く網羅した景観形成ガイドライン案をとりまとめることが出来た。 
（３）「失われた景観」や「特別な時（ハレ）の景観」も含めたとりまとめ 
 多くのまちですでに作成されている景観形成ガイドラインは、現存している景観形成要
素を中心に作成されていることが多い。河崎では河川改修事業により特に水辺景観が大き
く変容していることを踏まえて、現存する景観にこだわらずに過去に「失われた景観」で
も取り戻したいもの・復元したいものも検討し、「理想モノ」としてとりまとめている。ま
た河崎は商人のまちであり、他の歴史的町並みと同様に地域固有の様々な行事が育まれて
きているため、「日常時（ケ）の景観」に限定せずに正月や祭りなどの「特別な時（ハレ）
の景観」にも焦点をあて、「ハレ」と「ケ」の両方のバランスのある景観形成ガイドライン
案とすることが出来た。 





















市民参加による街なみ環境整備事業—福井県大野市の事例報告—

                          福井大学 野嶋慎二

1.分権化時代の地方都市の個性づくり

1）地方分権と個性づくり

・新しい価値の創出

2）住んで良し訪れて良しの街

・ 観光形態の変化（ツーリズム）、まちなか居住の住まい方、生活文

化の発信

 

  3）生活文化の発見方法

・ 市民のこだわり、個性を抽出する

・ 市民参加による計画策定

4）地域を支える多様な主体、担い手づくり

・ 市民組織、学生、お年寄り、主婦、

・ 市民参加の必要性

2.福井県大野市の街なみ環境整備事業の紹介

① 街なみ環境整備事業とは

② 越前大野の状況・空間構成・街の資源

③ 2段階の計画策定プロセス

④ 計画案、協定案の紹介




